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毎
年
、
10
月
は
「
が
ん
検
診
受
診

率
50
％
達
成
に
向
け
た
集
中
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
月
間
」
お
よ
び
「
乳
が

ん
月
間
」
と
し
て
、
国
と
地
方
自

治
体
が
連
携
し
国
民
の
が
ん
検
診

へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら

う
啓け

い
発は

つ
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
の
死
因
の
第
１
位
は
が
ん

で
あ
り
県
民
の
２
人
に
１
人
が

「
が
ん
」
に
な
り
、
３
人
に
１
人

が
「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
が
ん
は
早
期
に
発
見
し
、
早

期
に
治
療
す
る
こ
と
で
克
服
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
が
ん
を
正
し

く
理
解
し
、
が
ん
検
診
を
受
診
す

る
こ
と
が
、
が
ん
の
予
防
、
克こ

く
服ふ

く

に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ご
自
身
の

状
態
を
確
認
す
る
た
め
に
も
定
期

的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

10
月
は
が
ん
月
間
で
す

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
し

た
こ
と
に
気
づ
か
ず
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
る
と
、
慢
性
肝
炎
や
肝か

ん
硬こ

う

変へ
ん

・
肝
臓
が
ん
に
進
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
に
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

㊐　
11
月
17
日
火

　
　
午
前
11
時
15
分
か
ら

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
血
液
検
査
（
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ

型
肝
炎
）

対　
40
歳
以
上
（
令
和
３
年
３
月

31
日
ま
で
に
40
歳
に
な
る
人
を

悩
み
や
不
安
な
気
持
ち
を
ひ
と
り

で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？　

臨り
ん

床し
ょ
う

心し
ん

理り

士し

に
話
す
こ
と
で
状

況
が
改
善
し
た
り
、
解
決
策
が
見

つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

㊐　
11
月
11
日
水

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
悩

み
が
あ
る
人
、
そ
の
家
族

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

肝か
ん
炎え
ん
ウ
イ
ル
ス
検
診

含
む
）
で
、
以
下
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
人

・
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

・
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人
ま
た
は
現
在
も
受

け
て
い
る
人

・
Ｂ
型
肝
炎
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人

・
大
き
な
手
術
（
開か

い

胸き
ょ
う

手
術
、

開
腹
手
術
な
ど
）
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人

・
妊
娠
、
分ぶ

ん
娩べ

ん
時
に
多
量
に
出
血

し
た
こ
と
が
あ
り
、
定
期
的
に

肝
機
能
検
査
を
受
け
て
い
る
人

定　
10
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

申　
10
月
19
日
月
か
ら
30
日
金
に

保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
受
付
（
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
可
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

㊐　
11
月
27
日
金
、
28
日
土

　
　
午
前
・
午
後

※
時
間
は
予
約
時
に
お
伝
え
し
ま

す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
町
内
在
住
の
女
性

　
乳
が
ん
検
診
／
40
歳
以
上

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
／
20
歳
以
上

※
ど
ち
ら
も
令
和
２
年
度
中
に
当

該
年
齢
に
な
る
人
を
含
み
ま
す
。

※
２
年
に
１
回
の
検
診
で
す
。
令

和
元
年
度
に
受
診
さ
れ
た
人
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

乳
が
ん
・

子
宮
頸け
い

が
ん
検
診

定　
各
１
２
０
人
程
度

料　
乳
が
ん
検
診
／
６
０
０
円　
　

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
／
５
０
０
円

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
お
よ
び
生

活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

※
事
前
に
郵
送
す
る
問
診
票
を
記

入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
乳
が
ん
検
診
受
診
の
人
は
バ
ス

タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
受
給
者
は
申
込
み
時

に
受
給
者
証
、
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

申　
10
月
26
日
月
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
受
付
（
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
可
）。

定　
３
組
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、受
付
終
了
。

料　
無
料

申　
10
月
８
日
木
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
受
付
（
電
話
可
）。

※
受
付
時
に
相
談
内
容
を
確
認

し
、相
談
時
間
を
お
伝
え
し
ま
す
。

毛呂山町保健センター
（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業
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第２弾　新型コロナウイルス感染症に関する
毛呂山町の独自支援策

事業者支援

町民生活支援

「第２弾　新型コロナウイルス感染症に関する独自支援」について、主なものをお知らせします。第２弾では、
水道基本料金の無償化や医療・福祉・介護施設、公共交通事業者への支援、また行政区に対して地域コミュニ
ティ活動および自主防災組織の拡充のための支援金等を交付します。申請方法、交付対象など、詳しくは、こ
の広報とともに配布したチラシをご覧ください。町内公共施設にも配置してあります。

新生児子育て支援
  　　給付金事業

令和２年４月28日～令和３
年４月１日までに生まれた
子どもに対し10万円を支給。
問　総務課自治振興係
　　ｔ 31４

全使用者（官公庁を除く）
を対象に水道料金の基本料
金を10月から令和３年３
月検針分（６か月）減免。
問　水道課業務係ｔ 161

保育所等に通っている３歳
児クラス以上を対象に９月
～11月分の副食費を免除。
問　子ども課保育係
　　ｔ 1４1

町立小・中学校に通う児童
生徒を対象に10月～12月
分の給食費を免除します。
問　学校給食センター
　　ｔ29４−22４2

新型コロナ対策支援や新規
会員募集活動費用等として
支援金1,000万円を交付し
ます。
問　産業振興課商工観光係
　　ｔ 21４

新型コロナウイルス感染予
防の啓発冊子とエコバッグ
を各世帯に配布します。
問　保健センターｔ29４−
5511、産業振興課商工
観光係ｔ 21４

4-5511

町立小・中学校において児
童生徒が学習用タブレット
を活用できるＩＣＴ環境の
充実を図ります。
問　教育総務課管理係
　　ｔ 512

感染症予防対策と教職員の負
担を軽減し、子どもたちの学
びを保障するため、校舎や体
育館のトイレ、階段手すり等
の清掃・消毒を毎日行います。
問　学校教育課指導係ｔ 530

要申請

町内を運行する公共交通事
業者（バス・タクシー）に
対し一律20万円の支援金
を交付します。
問　企画財政課企画係
　　ｔ 321

町内の病院・福祉介護施設
に対し、支援金を交付。
問　保健センターｔ29４−

5511、福祉課障害福祉係
ｔ 113、高齢者支援課
介護保険係ｔ 121

町内７つの商店街に対し、
商店街の規模に応じ10～30
万円の応援金を交付します。
問　産業振興課商工観光係
　　ｔ 21４

各行政区および町イベント
等に係る団体へ支援金を交
付します。
問　総務課自治振興係
　　ｔ 31４
　　消防防災係ｔ 311

新しい生活スタイル 学校活動支援

水道基本料金
無償化事業

保育所等給食副食費
無償化事業（２次）

小中学校給食費
無償化事業（２次）

公共交通事業者
支援事業

病院・福祉・介護施設等
支援事業

商工会支援事業
要申請

がんばる商店街
応援事業

団体活動再開
　応援事業要申請

新しい生活スタイル
応援事業

ＧＩＧＡスクール
小中学校環境整備事業

小中学校消毒
清掃サポート事業


